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平
成
28
年
度
の
教
育
行
政
の

基
本
方
針
を「
個
性
を
尊
重
し
、

互
い
に
学
び
あ
う
学
校
教
育
並

び
に
生
涯
学
習
の
推
進
」と
し
、

次
の
2
つ
の
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
創
造
性
と
自
主
性

を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

＊
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
と
し

て
、
教
職
員
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
の

布
佐
中
学
校
区
で
は
、
市
内
全

教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民

を
対
象
と
し
た
公
開
研
究
会
と

教
育
ミ
ニ
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

他
の
中
学
校
区
で
は
、
公
開
研

究
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、
教
育

目
標
の
共
有
化
、
小
中
一
貫
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
教
育
活

動
及
び
運
営
組
織
作
り
を
行
い
、

31
年
度
か
ら
の
全
市
展
開
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

＊
「
我
孫
子
市
幼
保
小
連
携
・

接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
も
と

に
、
各
園
・
小
学
校
ご
と
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
活
用
し

ま
す
。

＊
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
小
学

校
に
も
導
入
し
、
デ
ー
タ
を
一

元
管
理
す
る
こ
と
で
更
な
る
効

率
化
と
、
よ
り
充
実
し
た
教
育

活
動
に
つ
な
げ
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
充
実

＊
各
学
校
の
ニ
ー
ズ
や
中
学
校

区
の
実
態
に
合
わ
せ
た
特
色
あ

る
支
援
や
学
習
支
援
の
更
な
る

充
実
を
目
指
し
、
活
動
内
容
や

実
施
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
・
自
立
へ
の
支
援

＊「
い
じ
め
」の
防
止
及
び
早
期

発
見
・
解
決
を
図
る
た
め
に
、

市
独
自
の「
我
孫
子
市
い
じ
め

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
小
学
4
～
6
年
生
と

中
学
1
・
2
年
生
を
対
象
に「
Ｑ

－

Ｕ
検
査
」を
実
施
し
ま
す
。

＊
い
じ
め
防
止
に
向
け
て
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
い
じ
め
防

止
対
策
担
当
嘱
託
職
員
を
増
員

し
て
積
極
的
に
学
校
訪
問
を
実

施
し
ま
す
。

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

生
き
生
き
く
ら
す
た
め
の

学
習
体
制
の
充
実

生
涯
学
習
環
境
の
充
実

＊
湖
北
地
区
公
民
館
の
学
習
室

等
の
空
調
設
備
を
更
新
し
、
適

正
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

＊
鳥
の
博
物
館
の
空
調
設
備
の

更
新
工
事
、
建
物
内
部
の
修
繕
、

フ
ク
ロ
ウ
観
察
の
撮
影
機
器
を

更
新
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

＊
市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
増
設
と
、
新
た
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
野
球
場
本
部

席
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

＊
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、
4
月
に
、

「
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
」を

日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構

と
共
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

10
月
に
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
我
孫
子
市
体
育
協
会
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
連
携
で

開
催
し
ま
す
。

＊
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど

と
連
携
し
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
育
成
・
支
援
し
ま
す
。

文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
と
地

域
文
化
の
継
承

＊
文
化
芸
術
の
振
興
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
創
作
活
動
に
親

し
み
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た「
め
る
へ
ん

文
庫
」事
業
を
、
学
校
や
市
民

団
体
と
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

＊
地
域
文
化
の
継
承
と
し
て
、

旧
井
上
家
住
宅
で
は
、
28
年
度

か
ら
30
年
度
に
か
け
て
、
邸
内

に
残
る
建
造
物
と
し
て
は
最
も

古
い
二
番
土
蔵
の
保
存
整
備
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
古
文

書
や
民
具
資
料
な
ど
の
資
料
整

理
を
進
め
ま
す
。

＊
旧
井
上
家
住
宅
を
含
む
指
定

文
化
財
の
保
護
等
に
か
か
る
財

源
と
し
て
、「
文
化
財
保
存
基

金
」へ
の
ご
協
力
を
よ
り
広
く

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
水
道
事
業

中
期
計
画
に
掲
げ
た
４
つ
の
施

策
目
標
で
あ
る
、「
安
全
で
快

適
な
水
を
供
給
で
き
る
水
道
」

「
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て
供

給
で
き
る
水
道
」「
環
境
に
配

慮
し
た
水
道
」「
お
客
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
水
道
」の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
第
Ⅲ
期
4

カ
年
実
施
計
画
に
予
定
す
る
事

業
を
効
果
的
か
つ
着
実
に
執
行

し
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性

を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
て
い

き
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
水
を

供
給
で
き
る
水
道

安
全
な
水
の
供
給

＊
良
好
な
水
質
確
保
の
た
め
、

連
続
自
動
水
質
監
視
装
置
の
保

守
点
検
を
は
じ
め
、
湖
北
台
浄

水
場
の
高
度
浄
水
処
理
設
備
の

保
守
点
検
、
活
性
炭
交
換
、
配

水
管
の
洗
管
作
業
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
貯
水
槽
水
道

の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る

た
め
、
市
内
の
貯
水
槽
水
道
約

7
0
0
カ
所
の
実
態
調
査
を
実

施
し
、
管
理
状
況
の
確
実
な
把

握
に
努
め
ま
す
。

配
水
管
の
拡
張
整
備

＊
新
々
田
地
区
、
久
寺
家
、
我

孫
子
地
区
の
一
部
に
約
6
3
0

メ
ー
ト
ル
の
配
水
管
を
布
設
し

ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て

供
給
で
き
る
水
道

基
幹
管
路
の
耐
震
化

＊
つ
く
し
野
3
丁
目
、
柴
崎

台
1
丁
目
、
中
峠
台
、
高
野
山

地
区
の
口
径
2
0
0
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
基
幹
管
路
約

1
2
9
0
メ
ー
ト
ル
の
耐
震
化

を
行
い
ま
す
。

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
え
と
耐

震
化

＊
つ
く
し
野
6
丁
目
、
泉
、
天

王
台
1
丁
目
、
布
佐
平
和
台
2

丁
目
地
区
な
ど
の
老
朽
配
水
管

約
4
5
0
0
メ
ー
ト
ル
を
、
耐

震
性
に
優
れ
た
管
へ
の
布
設
替

え
を
行
い
ま
す
。

妻
子
原
浄
水
場
内
配
管
更
新
工
事

＊
28
年
度
の
完
了
を
め
ど
に
本

体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

災
害
・
事
故
対
応
能
力
の
向
上

＊
市
内
中
学
校
6
校
の
受
水
槽

に
も
応
急
給
水
栓
取
り
付
け
の

た
め
の
改
造
工
事
を
行
い
、
市

内
の
全
小
・
中
学
校
で
の
応
急

給
水
を
可
能
に
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
水
道

＊
貴
重
な
水
資
源
の
有
効
利
用

と
有
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

包
括
業
務
委
託
の
中
で
給
水
管

の
漏
水
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
効
率
性
の
高
い

手
法
で
実
施
し
、
漏
水
箇
所
の

早
期
発
見
と
修
繕
に
よ
り
、
無

効
水
量
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

お
客
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
水
道

＊
包
括
業
務
委
託
に
お
け
る
官

民
連
携
効
果
を
引
き
出
す
こ
と

で
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を

拡
大
し
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

＊
更
な
る
経
費
の
削
減
と
し
て
、

職
員
を
2
人
削
減
し
、
20
人
体

制
と
し
て
業
務
の
効
率
化
を
進

め
ま
す
。

＊
我
孫
水
の
ボ
ト
リ
ン
グ
で
は
、

27
年
度
に
市
制
45
周
年
記
念
事

業
の
一
環
で
募
集
し
た
、
我
孫

水
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
最
優
秀

賞
作
品
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を

我
孫
水
の
新
ラ
ベ
ル
と
し
て
製

造
し
ま
す
。
28
年
度
は
5
0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
約
2
万
5
千
本
を
製
造
し
、

災
害
用
に
備
蓄
す
る
ほ
か
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育
に

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
主

要
な
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
等
、

我
孫
子
市
で
高
度
浄
水
処
理
さ

れ
た
水
道
水
の
お
い
し
さ
を
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
P
R
に
努
め

ま
す
。

縦
覧
期
間　

3
月
18
日
㈮
～
31

日
㈭
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時

場
所　

下
水
道
課
（
市
役
所
東

別
館
2
階
）

供
用
開
始
区
域　

高
野
山
の
一

部
、
中
峠
の
一
部
、
中
峠
台
の

一
部
、
新
々
田
の
一
部

　

下
水
道
課
・
内
線
5
3
8

下
水
道
法
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
く

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
つ
い
て
の
縦
覧

我
孫
子
都
市
計
画
の
変
更
に
伴
う

関
係
図
書
の
永
久
縦
覧

平
成
28
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
、

固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）の
写
し
の
交
付

　

３
月
4
日
付
、「
我
孫
子
都

市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」と「
我

孫
子
都
市
計
画
区
域
区
分
」の

都
市
計
画
変
更
に
伴
い
、
関
係

図
書
の
永
久
縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。

時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

場
所
・
　

都
市
計
画
課
（
東

別
館
1
階
）・
内
線
5
8
5

　

土
地
や
家
屋
の
価
格
が
適
正

か
ど
う
か
判
断
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
は
固

定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）

の
写
し
の
交
付
が
無
料
と
な
り

ま
す
。

縦
覧
期
間　

4
月
1
日
㈮
～
5

月
2
日
㈪
平
日
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時

縦
覧
場
所　

課
税
課
（
市
役
所

本
庁
舎
1
階
）※
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
写
し
は
、
各
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
交
付
。

対
象　

平
成
28
年
1
月
1
日
現

在
で
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て

い
る
納
税
義
務
者
（
免
税
点
未

満
や
非
課
税
の
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
を
除
く
）、
納
税
義
務

者
の
代
理
人
（
代
理
人
は
委
任

状
が
必
要
）※
借
地
借
家
人
は
、

賃
貸
借
し
て
い
る
物
件
の
縦
覧

と
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
写
し

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

費
用　

無
料

持
ち
物　

本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
、
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
公

的
機
関
が
発
行
し
た
写
真
付
き

の
も
の
は
1
点
、
保
険
証
な
ど

の
写
真
付
き
で
な
い
証
明
書
の

場
合
は
2
点
）※
借
地
借
家
人

は
、
賃
貸
借
契
約
書
と
本
人
確

認
書
類
が
必
要
で
す
。

　

課
税
課
・
内
線
4
0
3

任
期　

5
月
1
日
～
2
年
間

内
容　

石
け
ん
啓
発
に
関
す
る

会
議
、
学
習
会
、
講
座
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加

対
象
・
定
員　

市
内
在
住
で
石

け
ん
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
め
る
70
歳
未
満
の
方
、5
人

報
酬　

会
議
１
回
1
5
0
0
円
、

そ
の
他
の
活
動
1
回
5
0
0
円

・
　

4
月
8
日
㈮
必
着
で

「
石
け
ん
利
用
と
環
境
」を
テ
ー

マ
の
レ
ポ
ー
ト
（
8
0
0
字
以

内
）と
、
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記

入
し
持
参
、
郵
送
。
〒
2
7
0

−

1
1
5
1
本
町
3
の
2
の

28
ア
ビ
イ
ク
オ
ー
レ
2
階
（
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
我
孫
子
南

口
店
）消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

7
1
8
5

−

1
4
6
9

我
孫
子
市
石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会
委
員

（
公
募
委
員
）

水
道
事
業
経
営
方
針

峯
岸
幹
男 

水
道
局
長

教
育
委
員
会
施
政
方
針

倉
部
俊
治 

教
育
長
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